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戦
え
！

防
犯
戦
隊
　

と
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
。

大
事
な
自
転
車
を
盗と

ら
れ
ん
よ
う
に
、

安
曇
野
警
察
署
の
署
員
で
結
成
さ
れ
た
5
人
組
、

と
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
。

「
ゆ
と
り
を
持
っ
て
出
掛
け
、

鍵
は
2
重
ロ
ッ
ク
を
」。

10
月
31
日
の
安
曇
野
警
察
署
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
、

自
転
車
の
盗
難
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

昨
年
発
生
し
た
管
内
の
自
転
車
盗
難
認
知
件

数
は
２
１
７
件
。
そ
の
半
数
以
上
が
駅
周
辺
の

駐
輪
場
で
の
被
害
で
す
。

と
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
、

駅
な
ど
に
出
動
し
、
盗
難
防
止
の
た
め
戦
い
続
け
ま
す
。

が
ん
ば
れ
、
と
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
。

戦
え
、
と
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
。（
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）

スワンブルー タマネギイエロー リンゴレッド ワサビグリーン レンゲピンク
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―
新
市
長
と
な
っ
た
今
の
気
持
ち
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

行
動
力
と
行
政
力
で

　

こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
二
代
目
市
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
議

会
人
と
し
て
長
年
務
め
て
き
た
経
験

と
実
績
の
上
に
、
現
場
の
声
を
大
切

に
し
、
信
条
と
す
る
「
行
動
力
と
行

政
力
」
を
最
大
限
に
活
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。
当
面
す
る
諸
課
題
の
解
決

と
、
困
難
な
時
代
を
切
り
開
く
任
に

あ
た
る
こ
と
こ
そ
が
私
の
責
務
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
市
民
が

主
役
の
市
政
の
実
現
に
向
け
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

―
市
の
現
在
の
体
制
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

市
民
に
伝
わ
る
よ
う
に

　

本
庁
支
所
機
能
が
8
カ
所
に
分
散

し
、
職
員
は
１
０
０
０
人
（
臨
時
職

員
含
む
）
を
超
え
、
市
民
に
見
え
に

く
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
市
の
や
っ

て
い
る
こ
と
が
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
頼
り
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
市
の
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
市
民
と
ど
の
よ
う
に

対
話
を
進
め
ま
す
か
。

原
点
は
「
現
場
」

　

政
治
の
原
点
は
現
場
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。待
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

で
き
る
限
り
自
分

の
目
で
確
か
め
る

た
め
、
市
民
の
中

に
飛
び
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
地
元
、
高

家
に
あ
る
西
田
幾
多
郎
先
生
の
碑
に

は
、「
物
と
な
っ
て
考
へ
物
と
な
っ

て
行
ふ
」
と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
相
手
の
立
場
を
尊
重
し

て
、
耳
を
傾
け
る
べ
き
は
し
っ
か
り

傾
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
理
解
し
や

す
い
よ
う
な
丁
寧
な
説
明
を
し
、
問

題
の
解
決
に
あ
た
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
動
向
な
ど
の
情

報
収
集
も
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、

施
策
に
取
り
入
れ
る
べ
き
も
の
は
、

取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
市
長
と
な
っ
た
こ
れ
か

ら
も
現
場
主
義
を
貫
く
つ
も
り
で
す
。

―
来
年
度
の
予
算
編
成
の
時
期
に
近

づ
い
て
い
ま
す
が
。

生
活
に
密
着
し
た
施
策
を

　

数
多
く
の
企
業
を
訪
問
し
て
、
依

然
と
し
て
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
こ

と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
雇
用
も

不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

22
年
度
の
税
収
は
、
21
年
度
以
上
に

落
ち
込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

最
大
限
に
無
駄
を
排
し
、
市
民
に
密

着
し
た
施
策
が
打
ち
出
せ
る
よ
う
に

心
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、市
民
目
線
に
立
っ
た
上
で
、

前
例
・慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
大
胆
な
施
策
の
展
開
も
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。自
主
、自
立
の
時
代
に

向
け
て
、自
治
体
と
し
て
の
行
政
能
力

と
地
域
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

―
最
後
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
展

望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

田
園
産
業
都
市
「
安
曇
野
」

　

将
来
に
夢
と
希
望
を
託
す
こ
と
が

で
き
る
「
田
園
産
業
都
市
」
を
目
指

し
て
、
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
立
ち

な
が
ら
、
創
造

的
な
市
制
を
確

立
し
ま
す
。
そ

し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
「
暮

ら
し
て
良
か
っ
た
。
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
市
民
が
共
に
響

き
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
の
持
て
る
力
を

す
べ
て
さ
さ
げ
尽
く
す
決
意
で
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
集
◎
宮
澤
市
長
に
聞
く

市
民
目
線
に
立
ち
、

現
場
主
義
を
貫
き
ま
す

安
曇
野
市
長
選
が
10
月
11
日
に
行
わ
れ
、
宮
澤
宗
弘
氏
が
当
選
、

二
代
目
安
曇
野
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

「
現
場
主
義
を
貫
く
」と
話
す
宮
澤
市
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

共
に
響
き
合
え
る

安
曇
野
を
目
指
し
て

特集◎宮澤市長に聞く

宮澤宗弘（みやざわ・むねひろ）
プロフィル◎ 1939 年豊科高家生
まれ。県立南安曇農業高等学校卒。
71 年に豊科町議会議員となり、
91 年に長野県議会議員に。豊科
高家在住。69歳。

（写真右）10月 23日の初登庁
（写真上）同日午前 9時半、幹部職員を前に初訓示
（写真左）11月 6日、改選後、初の臨時議会
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■
新
体
制
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

第
二
代
安
曇
野
市
長
と
し
て
、
宮

澤
宗
弘
氏
が
10
月
23
日
に
就
任
し
ま

し
た
。
11
月
6
日
の
市
議
会
臨
時
会

で
は
、
副
市
長
に
村
上
広
志
氏
が
選

任
さ
れ
る
な
ど
、
特
別
職
の
人
事
が

同
意
さ
れ
、
市
議
会
の
正
・
副
議

長
、
委
員
会
構
成
な
ど
も
決
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
、
11
月
9
日
の
市
教
育
委
員

会
臨
時
会
で
は
、
教
育
委
員
長
に
古

幡
開
太
郎
氏
、
教
育
長
に
丸
山
武
人

氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
職
員
の
人
事
異

動
や
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
就
任
も
あ
り
、
新
体
制
で
の
市

政
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

副市長就任式（11月 9日　堀金総合支所）

副市長

村上広志

教育委員長

古幡開太郎
議長

藤原広徳

監査委員

黒岩宏成

企画財政部長

二木一雄

教育長

丸山武人
副議長

丸山祐之

委員

神戸美佳

産業観光部長

細川博水

会計管理者

土肥三夫

「収入役」から「会計管理者」に変わりました
地方自治法の改正により、収入役制度が廃止され、安曇

野市においては平成 21 年 11 月１日から、収入役の事務は
会計管理者が行うことになりました。

● 納付書等はそのまま使えます
平成 21 年度中に市から発送する市税や料金等の納入通知

書、納付書に「収入役」と記載されていてもそのまま納付
することができます。また、現在お手元にあるもので、「収
入役」と記載されているものについても、そのまま金融機
関や市役所の窓口で納付できます。

教
育
委
員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

職
員
人
事
異
動

（
11
月
１
日
付
・
部
長
、課
長
級
以
上
）

カ
ッ
コ
内
は
前
職
名

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
局
長

（
企
画
財
政
部
長
）
土
肥
三
夫

▼
企
画
財
政
部
長（
産
業
観
光
部
長
）

二
木
一
雄

▼
産
業
観
光
部
長
（
企
画
財
政
部
参

事
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

細
川
博
水

▼
総
務
部
秘
書
課
長
（
産
業
観
光
部

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
次
長
）

小
林
弘

▼
企
画
財
政
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
課
長

兼
安
曇
野
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）
有
賀
朝
一

▼
会
計
局
会
計
課
長
（
会
計
課
長
）

唐
沢
和
樹

▼
会
計
局
検
査
課
長
兼
検
査
担
当
係

長
（
企
画
財
政
部
契
約
管
財
課
副

参
事
兼
契
約
検
査
担
当
係
長
）

小
坂
明
弘

▼
教
育
委
員
会
学
校
給
食
課
長
兼
安

曇
野
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
総
務
部
秘
書
課
長
）

下
里
利
行

【総務委員会】　◎松森幸一、○松尾宏、
小松洋一郎、平林徳子、高山一栄、松澤好哲、
荻原勝昭

【環境経済委員会】　◎吉田満男、○高橋淨、
丸山祐之、大月晃雄、黒岩宏成、畠山倉光、
下里喜代一

【福祉教育委員会】　◎山田高久、○召田義人、
浜昭次、藤原陽子、宮下明博、猪狩久美子、
相田登美枝

【建設水道委員会】　◎小林紀之、○青嶋智隆、
内川集雄、小松芳樹、小林純子、山地重雄

【議会運営委員会】　◎浜昭次、○松澤好哲、
小松洋一郎、松森幸一、大月晃雄、高山一栄、
宮下明博、青嶋智隆

【議会広報特別委員会】　◎小林純子、
○内川集雄、畠山倉光、小松芳樹、
猪狩久美子、相田登美枝、荻原勝昭、高橋淨、
藤原陽子、山地重雄

市議会　正・副議長 委員会構成
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本
庁
舎
建
設
検
討
の
経
過
を
地
域
ご
と
説
明

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

本
庁
舎
等
建
設
検
討
に
関
す
る
市
民
説
明
会

ワ
ク
チ
ン
接
種
医
療
機
関

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
庁
舎
建
設
検
討
の
経
過
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

地
域
別
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

注目
情報１

注目
情報 2

●日程

11月19日（木）明科公民館　講堂
25日（水）三郷公民館　講堂
26日（木）豊科ふれあいホール
28日（土）穂高会館　講堂
29日（日）堀金総合支所 301 会議室

●時間　いずれの会場も午後 7 時～ 8 時半（予定）
●市出席予定者　市長、総務部長、本庁舎建設準備室長、
　　　　　　　　　および担当者

●その他　26日の豊科ふれあいホールには手話通訳者を配置します。
　問県安曇野庁舎内 総務部本庁舎建設準備室
　　（471・2000 671・5000）

市
内
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
医
療
機
関
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
左
表
の
医
療
機
関
以
外
に

も
、
自
院
の
入
院
患
者
、
か
か
り
つ

け
患
者
の
み
を
接
種
対
象
と
す
る
医

療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
優
先
接
種
対
象

者
（
※
）
は
、
ま
ず
、
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
で
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
で
き
な
い
場
合
は
、「
優
先
接
種

対
象
者
証
明
書
」
を
か
か
り
つ
け
医

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

優
先
接
種
対
象
者
と
は（
※
）

　

重
症
化
の
危
険
が
高
い
と
さ
れ
る

人
。
優
先
的
に
接
種
で
き
る
よ
う
計

画
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
健
康
推
進
課
（
下
記
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医療機関名 地域 電話番号 医療機関名 地域 電話番号

あおぞら産婦人科 豊科 71-4915 須澤クリニック 穂高 82-2993

安曇野赤十字病院 豊科 72-3170 高橋医院 穂高 82-2561

石田医院 豊科 72-2766 中田医院 穂高 82-2339

井上医院 豊科 72-7270 根津内科医院 穂高 82-8382

小穴クリニック 豊科 72-2150 古川医院 穂高 82-4385

神谷小児科医院 豊科 72-5162 古川整形外科医院 穂高 82-8880

こうの内科循環器科 豊科 71-5881 穂高ハートクリニック 穂高 50-6731

小林医院 豊科 72-2717 穂高病院 穂高 82-2474

こばやし内科クリニック 豊科 71-1117 堀内医院 穂高 82-3324

土屋クリニック 豊科 71-1811 百瀬医院 穂高 82-2205

長瀬内科医院 豊科 72-7286 安曇野市三郷小倉診療所 三郷 77-8711

中村内科医院 豊科 72-2460 池田医院 三郷 77-2055

楢本内科医院 豊科 73-0616 木暮医院 三郷 77-2119

ふじもり医院 豊科 72-2011 白木医院 三郷 77-2134

丸山内科クリニック 豊科 72-6188 たかはしクリニック 三郷 77-7880

宮島耳鼻咽喉科医院 豊科 72-2424 中萱医院 三郷 77-2130

山田医院 豊科 72-3207 米倉医院 堀金 72-2354

飯田医院 穂高 83-5061 和田医院 堀金 72-2047

追分クリニック 穂高 82-2129 上條内科医院 明科 62-2050

小田切医院 穂高 83-6025 塔の原内川医院 明科 81-2121

柏原クリニック 穂高 82-7222 平林医院 明科 62-2227

京島クリニック 穂高 83-8567 宮澤医院 明科 62-2052

清沢医院 穂高 82-7600 やざき診療所 明科 62-2360

信濃内科循環器科医院 穂高 82-7722 　

問穂高健康支援センター内　健康推進課健康推進係（481・0726 681・0703）

季節性インフルエンザワクチン接種券の
取り扱いについて

市では 10 月初旬から中旬にかけ、65 歳以上の人を対
象に季節性インフルエンザワクチンの接種券を送付しま
した。しかし、11 月 9 日現在で、全国的にこのワクチ
ンの供給量が不足している状況が続いています。このた
め、券を所持していても季節性インフルエンザワクチン
が接種できない可能性が生じています。大変ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。また、
外から帰ったら、うがい・手洗いを行い、バランスのと
れた食事と十分な休養をとり、外出する時はマスクを着
用するなどして感染予防をお願いします。
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Ｑ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

基
本
方
針
は
？

　

検
討
中
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
「
山
岳
と
田

園
が
育
む
良
さ
を
大
切
に
し
、
く
ら

し
や
す
さ
を
み
ん
な
が
共
有
で
き
る

ま
ち
」
と
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
5
つ
の

基
本
方
針
を
定
め
、
将
来
に
向
け
て

持
つ
べ
き
ま
ち
の
枠
組
み
、
構
造
を

描
き
ま
す
。

　

北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
や
田
園
環

境
の
広
が
り
と
、
生
活
の
利
便
性
が

あ
い
ま
っ
て
、
安
曇
野
市
の
住
み
心
地

の
良
さ
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

環
境
は
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で

あ
り
、
未
来
に
向
け
て
継
承
で
き
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
時
代
を
踏
ま
え
、
公

共
投
資
は
、
よ
り
効
率
的
に
す
す
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
秩
序
に
ま

ち
を
広
げ
ず
、
生
活
圏
域
や
ま
ち
の

機
能
を
集
約
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

良
好
な
住
環
境
や
営
農
環
境
の
保

全
に
よ
る
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ

く
り
と
あ
わ
せ
て
、
働
く
場
所
の
確

保
も
重
要
で
す
。
農
林
水
産
業
の
振

興
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、

商
工
業
・
観
光
の
振
興
に
必
要
な
基

盤
整
備
を
進
め
、
産
業
の
継
続
的
な

発
展
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
住

環
境
を
創
り
出
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
計
画

的
に
道
路
・
公
園
な
ど
の
整
備
を
行

い
、
環
境
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

伝
統
・
文
化
を
受
け
継
ぐ
基
本
単

位
で
あ
る
集
落
の
機
能
を
継
承
で
き

る
し
く
み
が
必
要
で
す
。
住
民
が
手

を
取
り
合
っ
て
す
す
め
る
活
動
を
支

え
る
し
く
み
を
取
り
入
れ
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

Ｑ
こ
の
方
針
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に

　
　
　

展
開
す
る
の
？

　

面
（
土
地
利
用
）・
線
（
交
通
網
・

都
市
施
設
）
に
大
別
し
て
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、「
農

地
の
保
全
・
育
成
」「
良
好
な
住
環

境
の
形
成
・
育
成
」「
商
工
業
・
観

光
の
振
興
と
育
成
」
を
基
本
方
針
と

し
て
、
住
宅
・
商
業
・
工
業
の
誘
導

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
地
は
、
5
つ
の
拠
点
（
旧
町

村
の
中
心
地
）
へ
居
住
の
誘
導
を
行

う
と
と
も
に
、
田
園
地
域
で
の
集
落

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
宅

地
を
許
容
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。
商
業
地
で
は
、
暮
ら
し
を
支
え

る
身
近
な
商
店
・
店
舗
を
誘
導
し
、

田
園
で
の
大
型
店
舗
の
乱
立
を
抑
制

し
ま
す
。工
業
地
は
、新
た
な
産
業
用

地
を
計
画
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

工
業
地
拡
大
等
の
要
望
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

　

都
市
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
「
市

民
の
安
全
・
安
心
、
暮
ら
し
や
す
さ

の
向
上
に
資
す
る
都
市
施
設
整
備
」

を
方
針
と
し
、
交
通
・
環
境
保
全
・

防
災
な
ど
の
分
野
別
に
も
方
針
を
定

め
て
い
ま
す
。
交
通
関
連
で
は
、
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
、
生
活
道
路

の
整
備
・
改
良
、
安
全･

快
適
な
自

転
車
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
の
方
向
性

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
広
域
幹

線
道
路
や
都
市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
の

強
化
に
つ
い
て
の
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。
環
境
保
全
で
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
含
め
、
公
園
・
緑
地
の

維
持
管
理
、
水
辺
の
利
活
用
・
保
全
、

防
災
面
で
は
、
災
害
予
防
の
た
め
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
構
想
・
方
針
を
、

ど
の
よ
う
に
実
現

　
　
　

し
て
い
く
の
？

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
当
面
5

年
程
度
の
間
で
と
る
べ
き
重
要
方
策

を
優
先
的
に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

土
地
利
用
制
度
を
実
現
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て
、
最
初
に
都
市
計
画

区
域
の
統
合
を
行
い
、
異
な
る
ル
ー

ル
の
統
一
を
実
施
し
運
用
し
て
い
く

こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
す
。
そ
の
ル

ー
ル
と
し
て
、
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
、「（
仮
称
）
安
曇
野
市
の
適
正
な

土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
」、
景
観

に
つ
い
て
は
「（
仮
称
）
安
曇
野
市

景
観
条
例
」
を
策
定
す
る
た
め
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。（
条
例
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
は
、
次
回
紹
介
し
ま

す
。）

　

都
市
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
、
歩
道
・
自

転
車
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
身
近

な
公
園
の
整
備
・
維
持
管
理
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

◆

　

市
で
は
、
皆
さ
ま
の
素
朴
な
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
電
話
な

ど
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課

　

計
画
係

　
（
72・３
１
１
１ 

72・３
５
６
９
）

　

utoshikeikaku@
city.azum

ino.

　

nagano.jp

市政トピックス市政トピックス

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
（
№3
）

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
参
考
書

市
は
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
以
下
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
の
来
年
度
策
定
を
目
指
し
、
都
市
計
画
策
定
委
員
会
（
宮
澤
正
士
委
員
長
）
に
よ
り
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
基
本
方
針
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２,６１７件
　平成 15 年～平成 19 年までの 5 年間の新築件数です。住宅 2,261 件、商業 92 件、工業 26 件、その他 238
件。地域別では、豊科 732 件、穂高 990 件、三郷 548 件、堀金 281 件、明科 66 件となっています。また、
新築建物の平均建蔽（ぺい）率 25.9%、平均容積率 35.6%となっています。建蔽率・容積率？？ ･･･ これは
敷地に対する建物の割合を示しています。建蔽率は、敷地面積に対する 1 階部分の建築面積の割合、容積率は、
敷地面積に対する建物全体の建築面積の割合を示しています。建築基準法などによって最高値が決まってい
ますが、この建蔽率・容積率も各地域によって異なっているため、統一する必要があります。

あんな数字・こんな数字？ 　ミニコラム③

●
方
針
１

「
雄
大
な
山
岳
景
観
と

豊
か
な
田
園
の
自
然
環
境
を

未
来
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

●
方
針
2

「
秩
序
を
も
っ
て
新
た
な
都
市
機
能

　

を
集
約
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
」

●
方
針
3

「
産
業
の
継
続
的
な
発
展
を

　

持
続
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

●
方
針
4

「
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く

　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

●
方
針
5

「
様
々
な
地
区
・
地
域
で
育
ま
れ
た

　

個
性
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

注目
情報３

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
各
条
例
の
位
置
づ
け

（仮称）安曇野市
景観条例

（仮称）安曇野市
屋外広告物条例

連　携

安曇野市景観計画都市計画マスタープラン

（仮称）安曇野市の適
正な土地利用に関する
条例（まちづくり条例）



　安曇野警察署ふれあいコンサート（同署主催）
が 10 月 31 日、安曇野スイス村サンモリッツで開
かれました。本年で3回目となるこのイベントは、
日ごろ地域住民が接することの少ない警察の仕事
や防犯対策を広く紹介するために実施。主会場と
なったホールには約 300 人が訪れました。
　寸劇では、防犯ボランティア劇団「あやめ」が、
振り込め詐欺の被害事例を演じました。代表の三
好さき子さん（明科中川手）は、「自分は大丈夫
と思っても弱みにつけ込んでくる。家族などに確
認して欲しい」と注意を呼び掛けました。
　また、「防犯戦隊とらレンジャー」では、警察
官が子ども向けのヒーローにふんして出演。喜劇
的な場面を交えながら、自転車の盗難対策を紹介
しました。とらレンジャーは、「ビラを配るより
効果的では」と安曇野警察署の署員のアイデアに
より結成。今後も、駅や学校で盗難防止を呼び掛
ける予定です。

　第 3回安曇野祭り囃子演奏会（同実行委員会
主催）が 10 月 11 日、国営アルプスあづみの公
園で開かれました。演奏会には、市内 5地域か
ら 8つの保存会が参加。各地域に伝わる伝統の
音色を響かせました。この内、重柳祭り保存会は、
毎年 9月に重柳八幡宮祭典で行うお囃子を披露。
会長の白坂孝さん（60・豊科南穂高）は、「各地
のお囃子は、いつまでも守ってもらいたい安曇
野の伝承文化。一堂に会することで、多くの人
にＰＲできたのでは」と振り返っていました。

　恒例の安曇野観光草競馬大会（安曇野競馬愛
好会主催）が 10 月 10 日、市営牧運動場で開か
れました。この日は、42 頭の馬が出走。直線で
せめぎ合う迫力ある場面、ポニーが逆走して笑
いを誘う場面など、レースはさまざまな表情を
見せていました。また、全 11 レース行われた決
勝では、ポニー、農耕馬、競走馬など 5区分に
分かれ、400㍍のトラックを最大 8周して競い合
いました。2,500 人の観客は、弁当を持参して観
戦するなど、秋の１日をそれぞれに楽しんでい
る様子でした。

10/31 　安曇野警察署ふれあいコンサート

10/11　安曇野祭り囃子演奏会

10/10　安曇野観光草競馬大会

だまされない とられない

囃子の音色に 地域の個性

伝統のレース さまざまな表情

　晴天に恵まれた 10 月 18 日、市内 5 地域
で市民運動会が開かれました。
　このうち三郷地域の運動会には、地区公
民館やスポーツ団体などから 1,500 人ほどが
参加。小道具を使ったリレーや綱引きなど、
全10種目で汗を流しました。毎年恒例の「パ
ン食い競争」では、用意した 150 個のパン
がすべて無くなるほどの盛況ぶり。子ども
も大人もパンを上手にくわえようと、口を
大きくあけて挑戦していました。

　有明宮城地区にある男子少年院・有明高
原寮は 10 月 17 日、より多くの人に施設の
ことを知ってもらおうと、見学会を開催し
ました。有明高原寮は、早春賦音楽祭、交
歓ソフトボール大会など、地域との交流が
大変盛んな施設です。今回は 51 人が参加。
寮内の見学や少年たちの生活ぶりなどが紹
介されました。見学会に初めて参加した浜
田卓二さん（25・穂高有明）は、「居場所の
なかった少年たちが、居場所があることで
立ち直ろうとしている。地域とのつながり
が力になっているという話には、心がひか
れました」と話してくれました。

　第 4 回安曇野フェスタ（同実行委員会主催）が 10
月 17 日、国営アルプスあづみの公園で開かれました。
県内外から集まった約１万 5,400 人の来場者が、食、
文化、人など、豊かな安曇野の恵みに触れました。
　オープニングセレモニーでは、10 月 22 日をもって
退任する平林市長に、地元中学生の 3人が花束を贈呈
する場面があり、平林市長は晴れやかな表情で受け
取っていました。
　メーン会場では、安曇野産にこだわった「安曇野弁
当」の販売、安曇野の新作料理の試食会、安曇野ブラ
ンドデザイン会議各プロジェクトの活動報告、abn 長
野朝日放送の生放送などが行われました。
　また、この日は、穂高西中学校吹奏楽部の皆さんが
ボランティアスタッフとして参加。ごみ袋とパンフ
レットの配布、車いす利用者の介助などを行いました。
2年の女子生徒の一人は「『こんにちは』が返ってくる
ことがうれしい」と笑顔で話してくれました。

10/18　5 地域で市民運動会

10/17　有明高原寮施設見学会

10/17　安曇野フェスタ

晴天のもと 歓声響く

ふれあいが 少年の力に

咲かせよう！安曇野の恵み

102009.11.18　広報あづみの11 広報あづみの　2009.11.18



安曇野市教育委員会　　生涯学習だより教育委員会
▽▼▽▼▽▼

図書館
▽▼▽▼▽▼

安
曇
野
ア

ト
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会

　
　
　
・
教
育
委
員
会
共
同
企
画

　

市
内
と
そ
の
周
辺
に
は
個
性
的
で
魅
力
的

な
美
術
館
が
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す

各

館
の
館
長
や
学
芸
員
が
館
や
作
品
の
魅
力
に

つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す

●
日
時
　

月

日
（
土
）

　

午
後
０
時

分

５
時

分

●
コ

ス
　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

｢
み

ら
い｣

集
合

西
丸
震
哉
記
念
館

菊
池

哲
男
山
岳
フ

ト
ア

ト
ギ

ラ
リ

白
馬
三
枝
美
術
館

碌
山
美
術
館

穂
高

交
流
学
習
セ
ン
タ

｢

み
ら
い｣

到
着
後

解
散

●
総
合
案
内
　

小
林 

明
さ
ん（
安
曇
野
ア

ト
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）

●
対
象
　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
在
学
の
人

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

（
入
館
料

バ
ス
代
込
・
当
日
集
金
）

●
申
し
込
み

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」

内

文
化
課
文
化
振
興
係
へ

月

日

（
火
）
以
降

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
平
日
午
前
８
時

分

午
後
５

時
ま
で
の
間
）

※
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

年
賀
状
を
作
ろ
う

　

ネ

ト
上
の
無
料
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
て

年
賀
状
を
作

て
み
ま
し

う

●
日
時
　

月
８
日
（
火
）

　

午
後
４
時

分

６
時

分

●
場
所
　

穂
高
商
業
高
等
学
校
南
校
舎
３
Ｆ

第
３
パ
ソ
コ
ン
室

●
講
師
　

三
宅 

浩
一
教
諭 

ほ
か

●
定
員
　

人

●
申
し
込
み
　

月

日
（
火
）

月
４

日
（
金
）
ま
で
の
間
電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
時

間
は
午
前
９
時

午
後
４
時
の
間
）
ま
た

は

ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

あ
て
先
　

穂
高
商
業
高
等
学
校

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３
　

穂
高
６
８
３
９

（

･

２
１
６
２ 

･

１
０
６
６
）

　

か
ん
た
ん
に
で
き
る
凧
作
り

　

お
正
月
は

自
分
で
作
成
し
た
凧
を
飛
ば

し
て
み
ま
せ
ん
か

●
日
時
　

１
月

日(

土)

午
前

時

正
午

●
場
所
　

豊
科
南
小
学
校
工
作
室
お
よ
び

　

多
目
的
ホ

ル

●
講
師
　

鶴
田
富
男
教
諭

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
対
象
　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
材
料
費
　

２
０
０

３
０
０
円

●
持
ち
物
　

カ

タ

は
さ
み
セ
ロ
テ

プ
ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
絵
の
具
セ

ト（
防

寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
申
し
込
み
　

月
1
日
（
火
）
午
前
９
時

よ
り
受
け
付
け
し
ま
す
電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

あ
て
先
　

豊
科
南
小
学
校

　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５
　

豊
科
２
７
２
３

　

（

・
２
１
５
４ 

・
３
２
６
１
）

今

こ
の
時
期
に
大
切
な
こ
と

不
登
校･･･

　

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

安
曇
野
市
は

県
下
で
も
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
が
多
い
こ
と
が

過
日
の
新
聞
で
報

道
さ
れ
ま
し
た

不
登
校
が
起
こ
る
原
因
や

背
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

ま
た

解
決
策
に

つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
個

性
に
あ

た
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す

家
庭

教
育
講
座
講
演
会
４
回
シ
リ

ズ
の
２
回
目

は

不
登
校
と
子
ど
も
の
発
達
段
階
の
関
係

に
つ
い
て
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す

親
だ
け
で
な
く

地
域
の
み
ん
な
で
考

え
る
良
い
機
会
で
す

お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い

●
日
時
　

月

日
（
日
）

　

午
前

時

正
午

●
場
所
　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ

ル

●
講
師
　

角
田 

春
高 

教
授
（
愛
知
学
泉
短

期
大
学
幼
児
教
育
学
科
・
臨
床
心
理
士
）

●
参
加
費
　

無
料

●
そ
の
他
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況
に
よ

り
延
期
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

美
術
館
の
面
白
さ
や

そ
の
魅
力
を
ど
う

し
た
ら
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か

ま
た

子
ど
も
た
ち
の
持

て
い

る
豊
か
な
感
受
性
や
創
造
力
を
ど
う
し
た
ら

素
直
に
開
放
で
き
る
の
か

記
録
映
画｢

こ

ど
も
の
時
間｣

を
鑑
賞
し

｢

子
ど
も
と
美

術｣

に
つ
い
て

野
中
真
理
子
監
督
を
囲
ん

で
考
え
ま
す

●
日
時
　

月
６
日(

日)

　

午
後
１
時

分

４
時

●
場
所
　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

　

｢

み
ら
い｣　

多
目
的
交
流
ホ

ル

●
入
場
料
　

無
料(

申
し
込
み
不
要)

 

学
校
開
放
講
座

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

・
４
５
６
５ 

・
３
５
２
５

 

子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る

映
画「
こ
ど
も
の
時
間
」上
映
会

文
化
課
文
化
振
興
係

・
３
１
１
１ 

・
０
９
６
６

家
庭
教
育
ひ
ま
わ
り
講
座

講
演
会

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

・
４
５
６
５ 

・
３
５
２
５

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」
内

中
央
図
書
館
で
は
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
に

映
画
上
映
会
を
行

て
い
ま
す

12
月
の
ご
案
内

●
日
時
　

月

日
・

日
（
各
金
曜
日
）

●
時
間
　

開
場
　

午
後
６
時

分

　
　
　

開
演
　

午
後
７
時

●
場
所
　

「
み
ら
い
」内
多
目
的
交
流
ホ

ル

●
定
員
　

先
着
２
０
０
人（
事
前
申
込
不
要
）

●
上
映
作
品

▽

日
「
麦
の
穂
を
ゆ
ら
す
風
」

（
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
賞
受
賞
作
品
）

▽
25
日
（
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
）

「
ラ
イ
ラ
の
冒
険
・
黄
金
の
羅
針
盤
」

　

二
木
福
治
が

代
か
ら

年
間
か
け
て
制

作
し
た
彫
刻

点
絵
画

点
の
展
覧
会
を

傘
寿
を
記
念
し
開
催
し
ま
す

●
日
時
　

月

日
（
木
）

日(

月)

午
前
９
時

午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

●
場
所
　

碌
山
公
園
研
成
ホ

ル

●
入
場
　

無
料

■
研
成
ホ

ル
の
催
し

ドキドキ・ワクワクお話の世界

12月の おはなし会
中央　おはなしのとびら
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

２・９・１６日（各水曜日） 10：30～（乳幼児対象）
中央　おはなしとしょかん
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

１９日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）
豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室 (472・2158）

１１日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）
三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (476・3078）

１２日（土） 10：30～（乳幼児～大人対象）
堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (472・5796）

１０日（木） 10：30～（乳幼児対象）
１６日（水） 16：15～（幼児以上対象）
明科　ひまわりおはなしの会
ひまわり「ハーモニーホール」(462・1122）

１９日（土） 13：30～（乳幼児以上対象）

紹介する人

幅 正子さん（明科東川手）

「
コ
ロ
ボ
ク
ル
物
語
」

シ
リ

ズ

佐
藤
さ
と
る
・
作

村
上
　

勉
・
絵

お
す
す
め
の
一
冊

　この本と出会ったのは、小学校高学年の頃で、物
語は、小人たちの世界が田舎の山奥で繰り広げられ
るものです。
　本の中に、小人たちとそれを守っていこうとする
人間との交流が生き生きと描かれ、初めて読んだ時
は、小人が本当にいるような気になるほど、のめり
込んだのを覚えています。
　今はいろんなタイプの本になっていますので、大
人も子どもも楽しめます。
　読んだ後は、ひょっとしたらあなたにも、小人が
見えるかも。

①開館時間 　午前９時～午後９時30分

②利用時間枠

　１）午前９時～正午
　２）午後１時～４時
　３）午後４時～７時
　４）午後７時～９時30分

③利用料金 　時間枠ごと、会場ごとに300円～13,000円
　（冷暖房料等除く、減免制度あり）

④休館日 　１）月曜日（祝日の場合は翌日）
　２）年末年始（12月28日～翌年１月４日）

安曇野市公民館施設のご利用案内

社会教育課（462・4565 662・3525）
　または各地域公民館まで

館
長

学
芸
員
が
ご
案
内

『
安
曇
野
美
術
館
め
ぐ
り
』

文
化
課
文
化
振
興
係

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

中
央
図
書
館

12
月
の
映
画
上
映
会

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

展
覧
会

二
木
福
治 

彫
刻
絵
画
作
品
展

碌
山
公
園
研
成
ホ

ル

 

82･

０
７
６
９
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金

針
盤
」

賞
受
賞
作

）



貞享義民記念館
477・7550 677・7551
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施設などの催し
Event Information

田淵行男記念館穂高交流学習センター「みらい」 豊科近代美術館

《 企 画 展 》表現者、田淵行男Ⅱ
～言葉でみる自然写真の世界（後編）～
生涯、常念岳に 206回登り、「一山百楽」の言葉を遺（の
こ）した田淵行男。その最晩年の作品を、彼が綴った珠玉
の詩や文章とともに紹介します。
●会　期　12月 1日（火）～平成 22年 2月 21日（日）
●開館時間　午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時
　　　　　　30分まで）
●入館料　大人 300円、小中学生 200円
　　　　　　（20人以上は団体料金あり）
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　　12月 28日～ 1月 4日

《ワークショップ》
「かげ絵ミニ行

あんどん

灯」と「蜜ろうキャンドル」作り
　江戸時代、「あんどん」には菜種油が使われていました。
皿に油を入れ、い草を芯

しん

にして灯
とも

すのです。また日本で最
も歴史が古いろうそくは、ミツバチが巣を作るときに出す
ロウで作られた「蜜

みつ

ろうそく」です。普段は無臭で、炎を
消した時にほのかな蜜のにおいがします。企画展に合わせ、
歴史を楽しみながら学ぶワークショップを開きます。
●日　時　12月5日（土）　午後1時30分～、午後3時～、
　　　　　午後 4時 30分～　計 3回
●会　場　地域学習室
●講　師　nano 花隊、「100万人のキャンドルナイト in　	
　　　　　安曇野」実行委員会の皆さん
●定　員　各回 20人
●参加費　300円（当日お支払いください）
●申し込み　11月 23日（月・祝）の午前 9時から“みらい”
　で申し込み受け付けを開始します。（電話申し込み可）

《企 画 展》
安曇野あかりの歴史展
　今を生きる私たちにとって「あ
かり」はなくてはならないもので
す。灯

とも

り続ける「あかり」はあ
まりにも当たり前のものになり、
その価値が見過ごされがちです。
「灯り」は、先人が工夫を凝らし、
わずかな明かりを得ようとして
きた延長線上にあります。暗闇を
照らし出す「あかり」について考えてみませんか。
●会　期　11月27日（金）～12月27日（日）入場無料
●会　場　交流ギャラリーほか
●内　容　市内郷土資料館所蔵資料、増村征夫氏写真作 
　　　　品、市内の作家作品などの展示

●休館日　毎週木曜日（祝日とその翌日にあたる場合は開館）

《キャンドルナイト》
クリスマスコンサート in“みらい”

　ワークショップで作成したかげ絵ミニ行灯と、蜜ろうキ
ャンドルが館内を彩る中でコンサートを開きます。
●日　時　12月 22日（火）　午後 7時～
●会　場　エントランスホール
　　　　　（事前申し込み不要。入場無料）

《 ワークショップ 》
木目込み人形で作る干支の寅

　来年の干
え と

支の寅
とら

を、「木目込み人形」で作るワークショ
ップを開催します。木目込み人形とは、桐の粉を糊で固
めた胴体の筋に布の端をヘラで木目込んで作る人形です。
　道具などは用意しますので、初めての人もお気軽にご
参加ください。
●日　時　11月 29日（日）
　　　　　午前の部　午前 9時 30分～正午
　　　　　午後の部　午後 1時 30分～ 4時
●講　師　原 香

こう わ

和さん（東京浅草田辺人形学院教授）
●材料費　3300 円
●定　員　各回 16人（先着順）
●申し込み　11月 25日（水）午前９時より電話でお
　　　　　　申し込みください。

《企画展》　第 2 回押し花アート展
　押し花にした花や葉・樹皮など野山にある自然の物を使
い、風景や模様を描いた額装作品 60点ほどを展示します。
●期　間　12月 2日（水）～ 25日（金）
●会　場　記念館企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス 第 22 回

問三郷総合支所内　安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
477・3111 677・6060  mazumino-brand@city.azumino.nagano.jp

4672・9964481・3111 682・0966 473・5638 673・6320

◎詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

田淵行男「安曇野平と常念山脈」

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

講
演
会

講演会
「百姓仕事が
           自然をつくる」

減農薬運動の創始者として知ら
れる講師が、百姓仕事と自然と
の関係、近代以降の日本人にと
っての「自然」のありよう、農
の目指すべき今後の方向などに
ついて講演します。

�：11月 28日（土）
　　9：30～（約 2時間）
所：信濃教育会生涯学習セン
ター2階講堂

講師：NPO「農と自然の
 研究所」代表 宇根 豊 氏

定：約 80 人
料：無料
※事前にお申し
　込みください。

問：申：農と暮らしの学び舎
「飯田学校」事務局
木船　090・7238・2524
若しくは4672・6970）
（飯田学校、生涯学習センタ
ー共催事業）

催
し

そば打ち体験会

三郷やすらぎ運営委員会では、
「そば打ち体験会」を開催しま
す。地元のそば粉を使って、そ
ばを打ってみませんか。

�：12月 5日（土）
　　9：00～正午
所：やすらぎ空間施設
　　（三郷サラダ市正面の古民家）

定：15人
　　（先着順）
料：1000 円
※事前申し込み
　必要

問：申：三郷総合支所
　産業建設課産業振興係
（477・3111 677・6060）

第 33 回
安曇野女性フォーラム

市内の女性団体の活動発表や穂
高在住の地域史研究家、中島博
昭さんを迎え「安曇野をつくり
あげた人々」と題したお話しを
お聞きします。

�：12月 11日（金）
　　8：50～ 11：45
　　（8：20開場）
所：堀金総合体育館サブアリーナ

料：無料
※申し込み不要。
直接会場にお
出掛けください。

　（マスクを着用し
　  てください）

問：松本農業改良普及センター
　　地域第２係
　（441・3111 647・6594）

つながりひろがる地域づくり事業

親子いきいき交流事業
「寄せ植え教室・
             おやつ作り」

母子寡婦の皆さんを対象に、親
子のふれあいと仲間づくりを目
的に交流会を開催します。日ご
ろの悩みを話す場としてお気軽
にご参加ください。

�：12月 13日（日）
　　9：30～正午
所：豊科老人福祉センター
（寄せ植え教室は南農の生
徒さんが講師です）

定：30人
　　（先着順）
料：2500 円　
　　（実費）

問：申：母子寡婦福祉会
　　　　若林さん
　　　（472・6474）

安曇野髙橋節郎記念美術館
11 月 25 日（水）は本館を休館します

収蔵庫の改修工事に伴い、本館を臨時休館します。なお、主屋と南の蔵は開場しています。北穂高芸術展を開催していますので、どうぞご観覧ください。
問安曇野髙橋節郎記念美術館（481・3030 682・0551）《安曇野ブランドデザイン会議》

応援団募集中！
　安曇野ブランドの構築を図るため平成 19 年 8 月に発足した安曇野ブランドデザイン会議は、市との協働によりその
目的を達成するため、現在 5 つの部会と、14 のプロジェクトが活動しています。
　そこで、今後より多くの皆さんと安曇野の未来を考え活動するため、ブランド会議の会員と一緒に、植栽や草取りな
どの作業にご参加いただける皆さん（応援団）を募集しています。多くの皆さんの参加をお待ちしています。参加を希望
される人は、下記事務局までご連絡ください。

　

安
曇
野
の
里
山
・
東
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
矢
花
晃
弘
リ
ー
ダ
ー
）
で
は
、
10
月
24

日
（
土
）
に
、
光
城
山
市
民
登
山
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
40
人
ほ
ど
の
参
加

者
が
、
秋
の
光
城
山
を
3
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
登
り
、
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
学
び

ま
し
た
。
頂
上
で
は
、
信
州
安
曇
野
あ
す

な
ろ
の
会
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
や
、
狼の

ろ
し煙

の
実
演
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
元
旦
登
山
な
ど
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　出来上がった「密ろうキャンドル」
はお持ち帰りいただけます。また、

「かげ絵ミニ行灯」もキャンドルナイ
ト・クリスマスコンサート終了後、お
家用としてお持ち帰りいただけます。
12 月 27 日までの間、“みらい”でお
受け取りください。

光
城
山
市
民
登
山

秋
の
光
城
山
を
満
喫
！

か
げ
絵
ミ
ニ
行
灯



　

要
介
護
認
定
方
法
は

4
月
の
大
幅

な
見
直
し
の
後
で
検
証
が
行
わ
れ

再

度
10
月
に
見
直
し
が
さ
れ
ま
し
た

　

そ
こ
で

4
月
か
ら
9
月
の
間
に

新
規
に
要
介
護
認
定
を
さ
れ
た
皆
さ
ん

は

ご
自
分
の
介
護
度
に
つ
い
て
次
の

点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い

▽
非
該
当
と
認
定
さ
れ
た
人
で
実
情
と

一
致
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は

再
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

▽
認
定
さ
れ
た
要
介
護
度
が
実
情
と
一

致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は

区

分
変
更
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

※
区
分
変
更
申
請
を
し
て
も
必
ず
希
望

ど
お
り
の
要
介
護
度
で
認
定
さ
れ
る

こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

と

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は

三
郷
地
域
審
議
会
委
員
の

欠
員
に
伴
い

委
員
の
募
集
を
行
い
ま

す●
応
募
資
格
　

三
郷
地
域
に
住
所
を
有

す
る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人

で

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人

た
だ
し

次
に
掲
げ
る
人
は

除
き
ま
す

（
1
）
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
議
員

（
2
）
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員

（
3
）
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

3
つ
以
上
任
命
さ
れ
て
い
る
人

●
募
集
人
数
　

１
人

●
任
期
　

委
嘱
日

平
成
23
年
3
月
31
日

●
報
酬
　

会
議
出
席
ご
と
に
別
に
定
め

る
額

●
募
集
期
間
　

11
月
18
日
（
水
）

12
月
11
日
（
金
）

●
選
考
方
法
　

選
考
委
員
会
を
設
置
し

申
込
書
と
小
論
文
に
よ
る
書
類
選
考

を
行
い
ま
す

選
考
結
果
は

応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す

●
申
し
込
み
　

三
郷
総
合
支
所
地
域
支

援
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市
の

ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
も
入
手
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

小
論
文

（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）
を

添
え
て
郵
送
・
持
参
・
Ｅ
メ

ル
の

い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
小
論
文
の
テ

マ
　

私
は
三
郷
地
域

の
課
題
を
こ
う
考
え
る

●
あ
て
先
　

三
郷
総
合
支
所
地
域
支
援
課

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１
　

安
曇
野
市

三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
1

m
isato-sougou@

city.azum
ino.

nagano.jp

４
月
か
ら
９
月
に

新
規
の
要
介
護
認
定
を
申
請
し
た
人
へ

高
齢
者
介
護
課
介
護
支
援
係

（

・
３
１
３
１ 

・
１
２
３
７
）

三
郷
地
域
審
議
会
委
員
の
募
集

地
域
支
援
課

（

･

２
１
６
５ 

･

２
１
５
０
）

Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人
権

週
間
」
で
す

こ
の
「
人
権
週
間
」
は

昭
和
23
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会

で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す

憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
と
権
利
は

自
分
勝
手
な
都
合
や
権
利
の
主
張
で
他

人
に
迷
惑
を
掛
け
て
も
良
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

お
互
い
が
人
間

と
し
て
の
尊
さ
を
認
め
合
い

人
権
を

守
り
育
て

お
互
い
の
幸
せ
を
求
め
る

た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
他
人
の
人
権
を

尊
重
す
る
意
識
を
持
ち

身
近
な
差
別

や
偏
見
に
つ
い
て
考
え

お
互
い
が
心

と
心
で
触
れ
合
い

人
権
尊
重
の
輪
を

広
げ
て
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し

う

●
今
後
の
予
定

▽
12
月
1
日

10
日
「
ち
が
い
」
を
愛

す
る
県
民
運
動
強
調
旬
間

※
初
日
の
12
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分

ベ
イ
シ
ア
堀
金
店
に
て
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
啓
発
活
動

▽
12
月
4
日

10
日
　

第
61
回
人
権
週
間

▽
12
月
10
日

16
日
　

北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
ま
た

12
月
は
人

権
特
設
相
談
所
（
無
料
）
が
3
回
開

設
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
24
ペ

ジ
参
照
）

　

県
で
は

良
質
な
木
造
住
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
す
る
人
に
対
し
て
助
成
金

を
交
付
し
ま
す

●
対
象
　

県
産
木
材
を
70
％
以
上
使
用

す
る
住
宅
で

省
エ
ネ
ル
ギ

や
耐

久
性
の
向
上
な
ど
一
定
の
基
準
を
満

た
す
こ
と

●
助
成
額
　

45
万
円
（
先
着
80
件
）

●
申
込
期
限
　

平
成
22
年
2
月
26
日

※
詳
し
く
は
松
本
地
方
事
務
所
建
築
課

（

40･

１
９
３
５
）ま
た
は
県
庁
住

宅
課
（

０
２
６･

２
３
５･
７
３
３

９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

せ

ら

知

お月
の
人
権
週
間

す
べ
て
の
人
が

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

人
権
尊
重
課
人
権
尊
重
係

（

･

２
０
０
０ 

･

５
０
０
０
）

県
産
木
材
で
夢
の
マ
イ
ホ

ム

住
ま
い
づ
く
り
緊
急
支
援
事
業
助
成
金

建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

・
３
１
１
１ 

・
３
５
６
９
）
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松本税務署からのお知らせ
電話音声・ファクシミリによるタックスアンサーが終了します

　国税庁が税の質問にお答えしている「タックスアンサー」のうち、「電話音声・ファ
クシミリ」サービスが 11 月 30 日で終了となります。なお、インターネット（携帯電話
サイトを含む）の「タックスアンサー」は、引き続き充実に努めますので、お気軽にご
利用ください。国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）からのご利用が便利です。
　また、税に関する一般的なご相談は、松本税務署の代表電話（432･2790）に電話し、
音声案内にしたがって「１番」を選択していただくと、国税局の「電話相談センター」
につながりますのでご利用ください。
松本税務署（432･2790）

青少年健全育成と不易流行
元明科町青少年健全育成連絡協議会会長

益子 光麿（明科中川手）

人 権 コ ラ ム

　何処からともなく金木犀の香りがして、ふと探し
てしまう。気がつけば季節は移りつつあった。自分
はそんなに忙しかったのだろうか、立ち止まり周り
を見れば、毎日メディアを賑せる事柄が起きている。
そこには普通ではないと思われる人たちが大勢出現
してくる。議員・警官・裁判官・弁護士・教員 ･･･
親までもが、次々と。街を歩けば、直進右折は早い
者勝ち、邪魔と見ればクラクションの雨あられ、タ
クシー代わりの救急車、道路はゴミ箱、図書館の本
加筆刻みは天下ごめん ･･･ この有様では、「子どもの
教育」「心の教育」誰がするの。この人たちが一堂
に会したらいったいどうなるの。お互いをどう認識
し合うのだろう。でもちょっと待った。では自分は
普通なのだろうか。一見、普通に見えても果たして
･･･。思い起こせば、そんな親の１人として自分を設
計し直したく、PTAの OBで「士の会」を立ち上げた。
これがきっかけで平成 6年「明科町青少年健全育成
連絡協議会」へ加入。育連協のさまざまな活動の中で、
3つをあげるとすれば、１つ目は地域に身近なフォー
ラム的な会にすること。会場を学校から交流センター
へ変更、開催日を１週間程度とし、意見交換会、茶
話会、講演、活動報告、展示、コンサートなどを企
画し、地域の皆さんが参加しやすくした。
　2つ目は学区・地域のパトロールを行うこと。登下校時・
有害自販機のパトロールに加え、犬の散歩・畑仕事を
する皆さんに時間を合わせ、声がけをお願いした。
　3つ目はホームページを立ち上げること。街の行
事、加入 32 団体や個人の事業計画を携帯やパソコン
から連絡、随時書き込み変更でき、閲覧できるよう
にした。
　活動の中から、いつも出てくる意見では、「和やか
な家庭」「親が変わりなく見つめていてあげる」「あ
きらめずに夢を示し元気づけ勇気づけ一緒に生きる」
そして『健全育成にとって家庭こそが大切だ』と異
口同音に話し合っているのが印象的だった。状況の
変化に決して変わらぬもの、変えてゆかねばならぬ
もの、垣間見た 15 年間のつれづれ。十五夜草が里に
秋を告げている。（10 月 10 日記）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

　

市
区
長
会
で
は
、
地
域
史
研
究
家
と

し
て
活
躍
中
の
中
島
博
昭
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
安
曇
野
を
築
い
た
人
々
」と

題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

中
島
さ
ん
は
、
地
域
史
研
究
家
の
傍

ら
総
合
文
芸
誌「
安
曇
野
文
芸
」
の
編

集
長
も
し
て
い
ま
す
。
主
な
著
者
に

「
鋤す
き
く
わ鍬
の
民
権　

松
沢
求
策
の
生
涯
」

「
あ
ゝ
祖
国
よ
恋
人
よ
、
き
け
わ
た
つ

み
の
こ
え
上
原
良
司
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。市
が
誕
生
し
て
か
ら
４
年
が
経
過
。

ど
の
よ
う
な
人
々
が
安
曇
野
を
築
い
た

の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
誰
で
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
8
日
（
火
）

　

午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　
“
み
ら
い
”
多
目
的
ホ
ー
ル

　

市
で
は
、
友
好
都
市
「
武
蔵
野
市
」

の
法
律
相
談
員
（
弁
護
士
）
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
4
日
（
金
）

午
後
2
時
30
分
～
3
時
30
分
ま
で

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所

●
相
談
人
数　

12
人

●
相
談
時
間　

1
人
30
分

●
申
し
込
み　

11
月
27
日
（
金
）
午
前

9
時
～
正
午
ま
で
の
間
、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
付
時
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

突
然
解
雇
さ
れ
た
、賃
金
を
払
っ
て

も
ら
え
な
い
、有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ

な
い
な
ど
労
働
問
題
の
全
般
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
労
務
士
や
専
門
の
相
談

員
が
、
公
平
・
中
立
な
立
場
で
相
談
に

応
じ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
事
前
の
申
し
込
み
も
不
要
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

毎
月
第
2
水
曜
日
（
当
面

の
予
定
▽
12
月
9
日
▽
平
成
22
年
1

月
13
日
▽
2
月
10
日
▽
3
月
10
日
）

●
時
間　

午
後
6
時
～
8
時
ま
で

●
場
所　

地
域
職
業
相
談
室

（
安
曇
野
市
赤
十
字
病
院
西
隣
）

　

松
本
地
区
新
規
就
農
促
進
連
絡
会
で

は
、
松
本
地
域
に
新
規
で
就
農
し
た
い

人
や
農
家
の
子
弟
の
人
を
対
象
に
、
農

業
情
勢
や
就
農
す
る
際
の
留
意
事
項
、

支
援
策
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
間　

12
月
7
日（
月
）～
13
日（
日
）

●
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
7
時
（
12

日
（
土
）・
13
日
（
日
）
は
午
後
4

時
ま
で
）

●
場
所　

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
松
本
合
同
庁
舎
内
）

※
13
日
（
日
）
の
み
松
本
市
中
央
公
民

館
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
）

●
相
談
者　

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
職
員

●
申
し
込
み　

松
本
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
三
郷
総
合
支
所
内
農

政
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
相
談
日
の
2

週
間
前
ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
完
全

予
約
制
）

●
申
込
先　

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
担
い
手
経
営
係

　

〒
３
９
０
‐
０
８
５
２

　

長
野
県
松
本
市
島
立
１
０
２
０

（
47･

１
９
４
７ 
47･

６
５
９
４
）

市
区
長
会
主
催
講
演
会

問
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０ 

72
・
１
２
２
３
）

巡
回
労
働
相
談
会

問
三
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

就
農
相
談
週
間

問
三
農
政
課
農
政
係

（

77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

県
梓
川
土
地
改
良
区
で
は
、
国
営
中

信
二
期
農
業
利
水
事
業
に
伴
う
梓
川
左

岸
幹
線
水
路
な
ど
の
工
事
に
伴
い
、
受

益
全
域
で
農
業
用
水
を
長
期
間
断
水
し

ま
す
。
こ
の
間
、
防
火
用
水
と
し
て
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
火
の
元
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
断
水
期
間　

11
月
18
日
（
水
）

～
平
成
22
年
3
月
21
日
（
日
）

●
断
水
範
囲　

三
郷
地
域
の
全
地
域
、

堀
金
地
域
の
田
多
井
、
小
田
多
井
、

田
尻
、
豊
科
地
域
の
お
お
む
ね
拾
ヶ

堰
よ
り
南
が
該
当
し
ま
す
。

●
ご
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
長
野
県
梓
川
土
地
改
良
区

（
47･

０
０
７
１ 

47･

７
２
２
４
）

・
関
東
農
政
局
中
信
平
二
期
農
業
水
利

事
業
所

（
40･

５
５
２
１ 

48･

０
３
１
２
）

・
三
郷
総
合
支
所
耕
地
林
務
課
耕
地
係

（
77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

　

市
議
会
12
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り

開
か
れ
ま
す
。
ど
な
た
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

12
月
1
日
（
火
）

～
22
日
（
火
）
ま
で
（
予
定
）

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
3
階
議
場

長
野
県
梓
川
土
地
改
良
区

農
業
用
水
の
断
水
に
ご
理
解
を

問
三
耕
地
林
務
課
耕
地
係

（

77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

市
議
会
12
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

上手な下水道の使い方　　　

下水道を使用する皆さんへ
一人ひとりがルールを守って

下水道を上手に使いましょう！
問豊下水道課維持管理担当（472･3111 672･2510）
　最近、下水道管に油が付着し、管が詰まって、下水がマ
ンホールからあふれ出す、処理場のポンプに繊維が絡みつ
いて動かなくなるなど故障が多く発生しています。
　下水道は、市民の皆さんの快適な生活環境を
つくるための大切な公共財産です。一人
ひとりがルールを守って、下水道を
上手に使いましょう。

友
好
都
市「
武
蔵
野
市
」

法
律
相
談
員
に
よ
る
法
律
相
談
会

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

①台所のゴミは流さない
　野菜くず、残飯は、排水口のネットでキャッチし、
てんぷら油やサラダ油の食用廃油は絶対に流さないで
ください。

②トイレには、溶ける紙しか流さない
　ティッシュペーパー、生理用品などトイレットペー
パー以外の紙や、タバコの吸い殻、ガムなどの異物を
流さないでください。

③お風呂の髪の毛は流さない
　髪の毛も下水道管等が詰まる原因になりますので、
こまめに排水口で取り除き、外へ流さないようにしま
しょう。

④マスは、コマメに掃除する
　マスは、家庭で使った水が排水口を通って集まる場
所です。こまめに掃除をしてゴミを取り、詰まらない
ようにしましょう。

⑤危険な物質を流さない
　アルコール、シンナー、ガソリン、灯油などの揮発
性の高い危険物を流さないでください。下水道管で爆
発する恐れがあります。



10日（木）　� 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場明科総合支所第2会議室
要予約・問 総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5000）
※予約受付･･･12 月 3日㈭ 9：00～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

いじめ相談ホットライン　�8：30～17：15

子育てに関する相談

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　�8：30～17：15

結婚相談　　　�13：00～16：00　

介護相談　　　�8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　(★は行政相談を同時開催)

こころの相談

教育相談　　　　�9：00～16：00要予約

12月の予定

弁護士会による無料法律相談 要予約

毎週月～金曜日　※ 23日、29～31日は除く
場教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238）
問学校教育課（℡62-0133・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※ 23日、29～31日は除く
場問明科総合支所北庁舎内 学校教育指導員室
　　（℡62-3521・FAX62-5721）

児童館の育児相談　※就園前親子対象

母乳・育児相談　※母乳相談は　　　　　　� 9:30 ～ 11:00

精神保健相談　　　　　　� 14：00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル　� 9：30 ～ 16：00

依存症相談　　　　　　� 14：00 ～

１日㈫･15日㈫ 場�明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
３日㈭･17日㈭ 場�穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
８日㈫･22日㈫ 場�三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
９日㈬ 場�豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
10日㈭･24日㈭ 場�堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。

６日㈰　場�穂高地域福祉センター	（℡82-2940・FAX82-9621）
13日㈰　場�社会福祉協議会本所	（℡72-1871・FAX72-9130）
20日㈰　場�三郷福祉センター	 （℡77-8080・FAX77-8081）

３日（木）　� 11：00～12：00
場問南穂高児童館（℡71-5150・FAX71-5152）
１日（火）　� 10：00～12：00
場問三郷児童館（℡76-0185・FAX76-0186）
11日（金）　� 10：30～12：00
場問豊科中央児童館（℡・FAX72-0122）
15日（火）　� 11：00～12：00
場問高家児童館（℡・FAX72-5685）

７日（月）・★21日（月）　� 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
８日（火）・★22日（火）　� 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
９日（水）・★24日（木）　� 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
10日（木）・★24日（木）　� 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
11日（金）・★25日（金）　� 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5000）

毎週月・木曜日（第5を除く）　場松本保健福祉事務所
３日（木）　場県安曇野庁舎1階相談室
問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

４日（金）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　　（℡81-0760・FAX81-0703）
平日　場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　　（℡72-9986・FAX72-9044）

平日　� 8：30～ 17：00 
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

４日（金）　場穂高会館
８日（火）　場豊科公民館
９日（水）　場三郷公民館

平日　場市民環境部環境課（穂高総合支所1階）
問市民環境部環境課（℡82-3131・FAX82-6622） ※電話相談も可。

12月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内(70120-890-423）でご確認ください。）

児童館の予定　育児相談は右頁参照 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	手作りおやつ⑤ ～ピザ作り～	 ２日（水）	 10：00～ 12：00
	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 20 組

	 お餅つき大会	 ５日（土）	 10：00～ 13：00
	 要予約 参加費  ※ 70 組

	親子ビクス ～沖 由美子先生～	 14日（月）	 10：00～ 11：00	  ※ 3 歳以上の親子 20 組

	季節の行事⑤ ～クリスマス会～	 22日（火）	 10：00～ 12：00
	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 20 組

	身体測定日	 24日（木）	 10：00～ 12：00
	 地域の方とのふれあい ～しめ縄作り～	26日（土）	 10：00～ 12：00
	

	おはなしどりぃむ	 第１・２・３水曜日	 11：00～ 11：20	 （読み聞かせボランティア）

	 お年寄りの知恵袋～もちつき～ 	 ５日（土）	 10：00～
	 100円

	よちよちらんど～クリスマス会～ 	 11日（金）	 10：30～
	 100円

	ママキッズビクス	 17日（木）	 10：15～ 11：00
	おはなしムーン	 毎週火曜日	 10：30～

	 （読み聞かせボランティア）

	ママキッズビクス	 ３日（木）	 10：15～ 11：00
	よちよちらんど ～クリスマス会～	 16日（水）	 10：30～ 11：30

	  ※各 50 組	 17日（木）
	おはなしムーン	 毎週水曜日	 11：00～	 （読み聞かせボランティア）

	おはなしいっぱい ～よみきかせ～	 ４日（金）	 11：00～ 11：30
	みんななかよし ～クリスマス会～	 10日（木）	 10：00～ 11：00

	

	 チャレンジ小学生 ～ｸﾘｽﾏｽｸｯｷｰ作り～	 12日（土）	 10：00～ 12：00
	 要予約 参加費

	 チャレンジ小学生 ～しめ縄作り～	 19日（土）	 10：00～ 11：30
	

	子育てひろば	 16日（水）	 10：00～ 12：00

	 牛乳パック工作 ～大蛇に変身！～	 ２日（水）	 15：45～ 16：30
	 お話玉手箱 	 ９日（水）	 15：45～ 16：30
	 クリスマス飾り作り	 16日（水）	 15：45～ 16：30

	 2・3 歳 ……………………… 第1・2・3水曜日	 10：00～ 12：00
	 1 歳…………………………… 第1・2・3木曜日	 10：00～ 12：00
	 0 歳…………………………… 第1・2・3金曜日	 10：00～ 12：00

	身体測定日 	 １日（火）	 10：00～ 12：00
	リトミック（樋下田裕美子先生）	 ４日（金）	 10：00～ 11：00

	  ※ 1 歳半～ 3 歳児位の乳幼児親子 20 組

	 地域の方とのふれあい ～しめ縄作り～	19日（土）	 10：00～ 11：30
	  ※ 20 組

	季節の行事⑨ ～クリスマス会～	 24日（木）	 10：00～ 11：30
	 要予約 200円 ※乳幼児親子 20 組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	季節の行事⑧ ～クリスマス飾り作り～	３日（木）	 10：30～ 11：30
	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 15 組

	季節の行事⑨ ～クリスマス会～	 18日（金）	 10：30～ 11：30
	 要予約 100円  ※乳幼児親子 20 組

	身体測定日 	 21日（月）	 9：30～ 12：00
	地域の方とのふれあい ～しめ縄作り～	25日（金）	 10：20～ 11：40

	  ※乳幼児親子 15 組

	おはなしどりぃむ	 第２・４火曜日	 11：20～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	わらべ唄・手遊び（内山房子先生）	毎週月曜日	 11：10～ 11：30

	 餅つき豚汁会	 12日（土）	 10：00～ 12：00
	 要予約 参加費  ※当日参加も受け付けます

	 クリスマス会	 19日（土）	 13：30～ 16：30
	 要予約 参加費

	読み聞かせ	 7日・14日・21日（月）	 11：00～ 11：30	 （読み手：ボランティアさん）

ひまわりの日

ひまわりっ子クラブ ※登録児対象

いっしょにあそぼう　
	 クリスマスリース作り	 ４日（金）	 11：00～ 11：30
	 リズム遊び	 18日（金）	 11：00～ 11：30

人権相談所 �10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

Desember

31 日（木・歳末）
宮 澤 医 院
62-2052［明科］
ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］
中 島 整 形 外 科
72-3543［豊科］
ちかぞえ歯科医院
88-7770［豊科］
上 條 歯 科 医 院
82-2215［穂高］

6 日（日） 13 日（日） 20 日（日） 23 日（水・祝） 27 日（日） 29 日（火・歳末）

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

飯 田 医 院
83-5061［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

清 沢 医 院
82-7600［穂高］

矢 島 歯 科 医 院
72-2163[ 豊科 ]

長 瀬 内 科 医 院
72-7286［豊科］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

前角整形外科医院
82-1478［穂高］ 30 日（水・歳末）

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

下 條 歯 科 医 院
72-7433［堀金］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

田 野 歯 科 医 院
82-7537［穂高］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

上 月 歯 科 医 院
82-7530［穂高］
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	 児童館感謝の大掃除	 25日（金）	 16：00～ 16：30



安曇野の味

断
酒
会
と
は

ア
ル
コ

ル
依
存

症
に
悩
む
人
た
ち
が
お
互
い
に

理
解
し
合
い

支
え
合
う
こ
と
に
よ

て
問
題
を
解
決
し
て
い
く
集
ま
り
で
す

ア
ル
コ

ル
依
存
症
は

自
分
一
人
で

お
酒
を
止
め
よ
う
と
思

て
も
な
か
な

か
止
め
ら
れ
ま
せ
ん

そ
ん
な
時
に
助

け
て
く
れ
る
の
が
断
酒
会
の
仲
間
で
す

―
自
分
自
身
を
率
直
に
語
り

　

仲
間
の
話
を
聴
く

　

断
酒
会
で
は

は
じ
め
に
皆
で
断
酒

の
誓
い
を
斉
唱
し
ま
す

そ
の
後

一

人
ひ
と
り
が
体
験
談
を
話
し
ま
す

酒

害
体
験
を
掘
り
起
こ
し

話
を
す
る
こ

と
で
自
分
自
身
を
振
り
返
り

自
分
を

素
直
に
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す

参
加
者
の
Ａ
さ
ん
は
「
１
週
間
分

の
荷
物
を
こ
こ
に
降
ろ
し
に
来
る
」
自

身
の
心
境
を
例
え
ま
す

酒
で
失
敗
し

続
け
て
き
た
体
験
談
を
話
す
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

次

の
１
週
間
の
た
め
の
１
日
に
し
て
い
る

そ
う
で
す

ま
た

Ｂ
さ
ん
は

体
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
か

た
り

こ
れ
か
ら
の
こ

と
を
考
え
不
安
で
た
ま
ら
な
か

た
り

し
た
時
こ
こ
に
参
加
す
る
こ
と
で
不

安
が
少
し
軽
く
な
る
と
話
し
ま
す

　

依
存
症
の
家
族
を
持
つ
Ｄ
さ
ん
は

初
め
て
参
加
し
た
時

同
じ
境
遇
の
人

が
大
勢
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
「
悩

み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
で

対
応
の
仕

方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
」
と
し
み
じ

み
話
し
ま
す

保
健
師
か
ら
一
言

ア
ル
コ

ル
依
存
症
は

酒
を
飲
む

人
な
ら
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る

ご
く
普
通
の
病
気
で

す
ご
相
談
は
各
保
健
セ
ン
タ

の
保

健
師
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

お
話

を
伺
い

必
要
な
場
合
は
専
門
の
医
療

機
関
ま
た
は
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す

健
康
推
進
課

　

（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

今月の料理人

小林 方枝さん
（穂高有明）

安曇野の味

11月

暮
ら
し
に
身
近
な
環
境
問
題
に
つ

い
て
学
び

環
境
に
や
さ
し
い

活
動
を
消
費
者
の
立
場
で
実
践
し
て
い

る
市
消
費
者
の
会
を
紹
介
し
ま
す

―
身
近
な
こ
と
か
ら

　

始
め
ま
せ
ん
か

　

消
費
者
の
会
で
は

家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

ボ
カ

シ
を
作

て
配
布
し
て
い
る
ほ
か

子

ど
も
服
の
リ
ユ

ス

マ
イ
バ

ク
の

利
用

洗
剤
を
使
わ
な
く
て
も
汚
れ
落

ち
が
期
待
で
き
る

ア
ク
リ
ル
毛
糸
で

編
ん
だ

た
わ
し

の
普
及
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ま
た

市
か

ら
の
委
託
を
受
け
て

廃
食
用
油
か
ら

石
け
ん
を
作
り

希
望
者
に
販
売
し
て

い
ま
す

　

会
員
の
皆
さ
ん
は

こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て

会
員
一
人
ひ
と
り
が

限

り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
意
識
を

高
め
る
こ
と

そ
し
て

市
民
の
皆
さ

ん
が
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
き

か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
願
い
を
持

て
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す

―
メ
ン
バ

募
集
中
！

　

環
境
活
動
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
理

解
の
あ
る
人

興
味
の
あ
る
人
な
ど

会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を
し
て

み
ま
せ
ん
か

消
費
者
の
会
で
は
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

お
申
し
込

み
は
左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

　

生
活
環
境
係
ま
た
は

　

環
境
課
廃
棄
物
対
策
担
当

　

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

環
境
ナ
ビ

くらしのぺーじ
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●材料（４人分）
里芋 400㌘ ごぼう 150㌘ ニンジン 100㌘ とりひき肉
150㌘ スキムミルク大さじ５ ゴマ油適宜 Ａ〔かつお節３
㌘ しょうゆ 酒 砂糖各大さじ 1.5 塩少々〕Ｂフライ用衣
〔薄力粉 卵 パン粉 揚げ油適宜〕

●作り方
①：里芋は皮のまま柔らかくゆで、粗熱が取れたら皮を
むきつぶす。

②：ごぼうは小さなささがきにして 、水に放し、ニンジ
ンも同じくらいに切る。

③：フライパンにゴマ油を熱し、とりひき肉をパラパラ
に炒め、水気を切った②を加え、Ａをまわし入れ、
ごぼうが柔らかくなるまで４分くらい蒸し煮し、汁
気をとばす。

④：①に③とスキムミルクを加え、ボール状に丸めて、フ
ライ用衣をつけ、中温できつね色に揚げる。

⑤：皿に野菜など添えて盛り付ければ出来上がり。

断
酒
の
誓
い　

10
周
年
を
迎
え
た
「
あ
ず
み
野
断
酒
会
」

廃
食
用
油
か
ら
石
け
ん
安
曇
野
市
消
費
者
の
会

毎日すこやか 健康づくり

アクリルたわし作成のようす。
「結構、汚れが落ちますよ」。

集
め
ら
れ
た
廃
食
用
油
か
ら

石
け
ん（
左
）が
で
き
ま
す

出来あがった石けん

大人気！子ども服のリユース販売

ぼかし作り講習会のようす

　家庭から出される廃食用油を利用して BDF（バ
イオディーゼル燃料）を精製する事業は、11 月から
平成 22 年 3 月末までの間、休業となりますのでご
了承ください。この間の廃食用油は、布切れなどに
浸みこませて、「もえるごみ」で出してください。

　家庭から出た庭木のせん定枝をチップ化する「緑
のリサイクル事業」は、12 月から平成 22 年 3 月末
までの間、休業となりますのでご了承ください。

廃食用油の回収
～冬期休業のお知らせ～
11/1 ～ 22.3/31

緑のリサイクル事業
～冬期休業のお知らせ～
12/1 ～ 22.3/31

222009.11.18　広報あづみの

あずみ野断酒会のご案内　　
●開催日時　
毎週水曜日 午後 7時～ 9時

●開催場所　豊科公民館 2階和室
　お気軽にお出掛けください。
　お問い合わせは健康推進課または
　各保健センターへ

松本保健福祉事務所の依存症相談
●開催日時（予約制）
毎月第１金曜日 午後 1時 30 分～

●開催場所　松本合同庁舎 1階
　松本保健福祉事務所
　 松本保健福祉事務所（保健師） 
　　440・1938
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今月の色

緋色
Ｈi-iro

「火色」とも書く。

黄みを帯びた

鮮やかな赤

其
の
五
十

　

10
月
31
日
、
烏
川
渓
谷
緑
地
。

　

揺
れ
る
炎
の
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
っ

た
幹
、
緋
色
に
染
ま
っ
た
葉
が
秋
の
里

山
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
エ
デ
は
な
ぜ
紅
葉
す
る
か
。
そ
れ

は
、
秋
に
葉
を
落
と
す
た
め
、
付
け
根

に
階
層
が
で
き
、
行
き
場
の
な
い
糖
類

が
、
赤
い
色
素
に
変
わ
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。

　

巡
り
来
る
新
生
の
時
を
信
じ
、
木
々

は
赤
く
燃
え
た
っ
て
い
ま
す
。

編 

集 

後 

記

◆
堀
金
一
周
駅
伝
大
会
を
取
材
し
ま
し

た
。
地
区
別
の
勝
敗
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
区
間
ご
と
の
記
録
を
意
識
し
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
気
迫
を
感
じ
ま
し

た
。
私
自
身
、
最
近
失
い
か
け
て
い
た
、

競
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

た
１
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

Y

◆
湯
た
ん
ぽ
の
代
わ
り
に
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
お
湯
を
入
れ
て
布
団
に
入
れ
て

み
た
。
こ
れ
が
非
常
に
具
合
が
い
い
。

湯
た
ん
ぽ
よ
り
ス
リ
ム
な
の
で
邪
魔
に

な
ら
ず
、
足
元
に
置
く
に
も
抱
き
か
か

え
る
に
も
い
い
形
。腹
巻
に
続
き
、頼
も

し
い
冬
の
味
方
を
見
つ
け
ま
し
た
。
S

◆
10
月
19
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
県
下
一
斉

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」。
市
役
所
も

事
業
所
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
往
復

の
通
勤
距
離
が
10
㌔
の
私
の
場
合
、
１

日
で
１
８
１
４
㌘
、
ド
ラ
ム
缶
４
本
分

ほ
ど
の
Ｃ
Ｏ
２
を
車
か
ら
排
出
す
る
そ

う
で
す
。（「
マ
イ
カ
ー
通
勤
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
）
健
康
の
た

め
、
週
２
回
の
自
転
車
通
勤
に
挑
ん
で

い
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
日

も
多
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

T

なぜ燃える
～堀金・烏川渓谷緑地～

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

2009.11.1現在 （ ）内は対前月比　

人口	 99,291人（ －38）

	 男	 48,117人（   －3）

	 女	 51,174人（ －35）

世帯	 36,575世帯（   －3）
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